
身体表現の保育実践に見 られる
保育者の育ち

-3年 間の園内研修のビデオ分析か ら-

剛奇女子短期大学 本 山 益 子

岡崎女子短期大学付属第一早蕨幼稚園 小 原 幹 代

剛奇女子短期大学付麟 二早蕨幼稚園 浅 井 由美

1.は じめに

私たちが身体表現をテーマとする園内研修を実

施するようになって3年 目になる。 日常の保育に

身体表現あそびを取 り入れることに関しては, 関
心は持っていたものの, ごく一部の保育者が地道

に継続 していたに過 ぎない状況でのスター トで

あった。午前中に保育の公開をし, 夕方に研究討

議をする研修を積み重ね, 年度末には幼稚園全体
として研修を総括 してきた。そして, その園内研

修の記録を手がかりにした保育者の気づ きや育ち
については, 日本保育学会第59・60回 大会におい

て発表 してきた。 しかし, これらの発表は保育者

の内省や観察者の実感に基づ くものであることは

否めない。そこで今回, その保育者の育ちに関す

る実感をもたらした要因について, 客観的に明ら

かにしたいと考え, ビデオに収録 しておいた保育

の様子を分析することを試みた。

2.研 究目的

身体表現 をテーマとする園内研修に見 られた保

育者の育ちを明らかにするために, 本研究におい

ては, 対象 とした1名 の保育者の保育を収録 した
ビデオを分析 した。そして, 3年 間の分析結果の

比較 を通して, この保育者の保育の変容を明らか

にすることを目的とする。

3.研 究方法

(1)研 究期間
2005年5月 ～2007年7月

(2)研 究対象 とした保育者

保育暦4年 目になるS保 育者
(3)対 象として選んだ理由

3年 間を通じて同じ幼稚園に勤務 し, 今年度
の研究保育を1学 期に終了していた保育者は3

名であった。3年 間, 同じ学年を担任 した保育

者 は存在しなかった。そこで, 今年度主任になっ
た1名 は対象からはずし, この園内研修期間に

おける最初の保育を行っていたS保 育者 を研究
の対象とした。

(4)対 象とした保育
A)「 伸びたり・縮んだりしてみよう」

2005年5月 実施(年 中クラス37名)

B)「 変身ごっこ」

2006年11月 実施(年 少クラス25名)

C)「 だんごむし」
2007年7月 実施(年 少クラス21名)

(5)ビ デオの収録

園内研修 を記録することを目的として収録 し

たため, 保育の邪魔にならないようにビデオを

部屋の隅に設置し, 全体を撮るように配慮 した。
ビデオを固定することや, ピンマイクをつける

ことも行っていない。

(6)保 育分析の観点

A)保 育の展開

B)子 どもの様子

不参加の子どもの有無 ・子 どもの動き

C)保 育者の子どもへの関わり

D)保 育者の援助

保育に用いた音の工夫 ・環境の設定

E)保 育者の言葉かけ

「認める言葉」「問いかける言葉」を抽出。

言葉かけの内容を舞踊の要素(音 ・動き ・イ
メージ ・表現 ・その他)と その他 に分類した。

4.結 果 と考察

保育者Sは2006年 度の総括で 「表現が嫌いだっ
た私が, 今は子どもと表現あそびをすることが楽

しくて, 毎日行っている」と発言していることか

らも意識 と実践に変容があったことが窺える。そ
こで, 3年 間の変容を各観点別に見てみる。

(1)保 育の展開

「保育時間が長 くダラダラとした展開」が 「同
パターンではあるが, みんなが集中して楽しめ

る展開」になり 「集中を維持してひとつのもの

になることを楽しめる展開」へと変容していっ

た。
(2)子 どもの様子

参加 しない子どもに対して 「直接的な注意」

をしていたのが 「イメージの提示による参加の

促 し」に変わり, 2007年 度は参加しない子ども

はほとんど見 られなかった。
(3)保 育者の子 どもへの関わりと音による援助

「一緒に動 く⇒風船 を膨 らます役」 という画
一的な関わりであり, ピアノによる変身音が一

回のみ(2005)。 ウッドブロックを魔法の合図
として用いる。ピアノやリズム太鼓で表現題材

にふさわしい音を出す。 リズム太鼓の ときのみ
一緒に動いていた(2006)。 ピアノでカマキリ

の登場 ・退場の音を出すと同時に, 表現者 とし

ていくつかの役になって寄 り添う(2007)。
つまり, 保育者に表現的な姿が見 られ, 一緒

に楽 しむようになったと考える。
(4)保 育者の言葉

みんな一緒に表現 している場面の言葉数は
155⇒74⇒159で あった。抽出した「認める言葉」

の割合は16.1%⇒17.5%⇒34.6%と2007年 度に特

に増加 している。 また, 「問いかけの言葉」は
14.8%⇒23.0%⇒8.2%と いう結果であった。

言葉かけの内容の分類は, 2005年 度は 「動き

(33.5%)」 が多 く, 2006年 度は 「イメージ」が

約半数を占め, 2007年 度は 「イメージ(37.7%)」
と 「表現(352%)」 が多かった。 これはテーマ

による特徴 と考えられる。
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